
平
成
二
十
六
年
六
月
十
八
日
提
出

質

問

第

二

七

〇

号

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
建
屋
の
止
水
」
工
事
に
お
け
る
作
業
被
曝
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
建
屋
の
止
水
」
工
事
に
お
け
る
作
業
被
曝
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

六
月
二
日
に
提
出
し
た
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
凍
土
壁
」
の
解
凍
要
件
及
び
撤
退
要
件
に
関
す
る
質
問
主

意
書
」
（
六
月
二
日
質
問
主
意
書
）
に
つ
い
て
、
六
月
十
日
に
答
弁
書
（
六
月
十
日
答
弁
書
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
同
答
弁

書
で
政
府
は
「
原
子
炉
建
屋
等
の
隙
間
等
を
塞
ぐ
こ
と
」
（
以
下
建
屋
の
止
水
）
に
つ
い
て
「
技
術
的
に
非
常
に
難
易
度
が
高

い
」
と
し
た
上
で
、
「
人
に
よ
る
作
業
が
可
能
な
個
所
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
防
水
剤
や
止
水
パ
ネ
ル
等
を
用
い
た
建
屋
の
止

水
に
着
手
し
て
お
り
、
ま
た
、
高
線
量
等
の
た
め
人
に
よ
る
作
業
が
困
難
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
除

染
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
線
量
が
下
が
ら
な
い
場
合
に
備
え
、
例
え
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
遠
隔
作
業
に
係

る
研
究
開
発
を
経
済
産
業
省
の
補
助
事
業
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

し
か
し
、
毎
日
四
〇
〇
ト
ン
の
漏
え
い
と
い
う
の
が
ど
れ
く
ら
い
の
水
量
で
あ
る
か
を
考
え
た
と
き
、
実
は
微
小
な
亀
裂
か

ら
の
流
入
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
下
記
の
よ
う
な
試
算
か
ら
推
測
で
き
る
。

・
四
〇
万
リ
ッ
ト
ル
を
二
四
時
間
で
割
っ
た
時
の
流
量
は
、
毎
秒
四
・
六
三
リ
ッ
ト
ル

・
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
の
底
部
に
穴
が
あ
る
場
合
の
噴
出
速
度＝

毎
秒
六
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

こ
れ
は
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
の
底
部
に
あ
る
断
面
積
一
五
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
〇
・
〇
〇
一
五
平
方
メ
ー
ト

一



ル
）
の
穴＝

直
径
四
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
穴＝

五
〇
カ
所
の
亀
裂
（
各
幅
〇
・
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
か
ら
漏
出
す
る
水
量
に
相
当
す
る
。

一
方
、
遮
水
壁
は
、
周
長
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
×
深
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
た
め
、
面
積
は
四
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

と
な
る
。
毎
日
四
〇
〇
ト
ン
の
流
入
を
許
す
原
因
と
な
る
亀
裂
や
破
口
の
断
面
積
（
〇
・
〇
〇
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
比

べ
、
遮
水
壁
の
面
積
（
四
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
は
著
し
く
大
き
い
。
微
少
の
不
完
全
な
施
工
部
分
が
あ
る
だ
け
で
も
、

当
該
部
が
透
水
路
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
有
効
性
が
発
揮
さ
れ
な
い
可
能
性
は
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
凍
土
壁
の
完
成
度
と

遮
水
率
が
比
例
す
る
可
能
性
は
低
く
、
凍
土
壁
で
隣
接
す
る
凍
結
管
同
士
の
間
隔
の
八
割
が
閉
合
し
た
こ
と
で
、
汚
染
水
の
流

入
が
八
割
減
じ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
止
水
対
象
建
屋
の
寸
法
を
「
原
子
炉
建
屋：

四
十
六
メ
ー
ト
ル
×
五
十
六
メ
ー
ト
ル
」
「
タ
ー
ビ
ン
建
屋：

六
十
五

メ
ー
ト
ル
×
一
〇
四
メ
ー
ト
ル
」
「
放
射
性
廃
棄
物
処
理
建
屋：

二
十
一
メ
ー
ト
ル
×
七
十
二
メ
ー
ト
ル
」
「
そ
の
他
サ
ー
ビ

ス
建
屋
、
制
御
建
屋
」
と
把
握
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
が
四
ユ
ニ
ッ
ト
（
一
〜
四
号
機
）
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
建
屋
の

止
水
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
面
積
は
広
大
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
建
屋
へ
の
流
入
の
可
能
性
の
あ
る
部
位
と
し
て
は
、
「
亀
裂
（
床

面
、
壁
面
）
」
「
建
屋
壁
面
と
配
管
、
電
線
管
、
ト
レ
ン
チ
の
貫
通
部
」
「
配
管
、
電
線
管
、
ト
レ
ン
チ
内
部
か
ら
の
バ
イ
パ

二



ス
流
入
」
「
床
ド
レ
ン
、
機
器
ド
レ
ン
か
ら
の
逆
流
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
流
入
源
の
可
能
性
と
し
て
は
、

建
屋
の
亀
裂
だ
け
で
な
く
、
複
雑
な
形
状
の
貫
通
部
や
、
亀
裂
、
腐
食
、
破
断
な
ど
に
よ
る
貫
通
欠
陥
の
あ
る
配
管
や
ト
レ
ン

チ
な
ど
を
経
由
し
た
バ
イ
パ
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
大
か
つ
複
雑
な
形
状
の
建
造
物
の
表
面
に
、
幅
〇
・
一
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
亀
裂
に
換
算
し
た
も
の
が
、
ど
こ
に
何
本
存
在
し
て
い
る
か
を
想
像
し
、
探
し

あ
て
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。

ま
た
、
止
水
作
業
の
障
害
と
し
て
、
下
記
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①

劣
悪
な
作
業
環
境

東
京
電
力
が
発
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
原
子
炉
建
屋
内
は
毎
時
一
〇
〜
一
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
お

り
、
詳
細
デ
ー
タ
は
な
く
、
未
知
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
も
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
タ
ー
ビ
ン
建
屋
は
毎
時
五
〇
〜
一

〇
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
放
射
性
廃
棄
物
処
理
建
屋
は
毎
時
五
〇
〜
五
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
い
る
。
作
業
者
の

年
間
許
容
被
曝
線
量
は
一
人
当
た
り
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
毎
時
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
作
業
環
境

で
は
一
時
間
で
、
毎
時
二
・
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
も
一
日
（
八
時
間
）
で
交
替
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
作
業
者

は
そ
の
後
一
年
は
同
じ
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三



②

複
雑
な
建
屋
内
部
の
レ
イ
ア
ウ
ト

建
屋
内
部
に
は
壁
、
床
、
階
段
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
な
ど
の
構
造
物
や
、
配
管
、
ポ
ン
プ
、
弁
、
タ
ン
ク
、
サ
ポ
ー
ト
材
、
電

気
パ
ネ
ル
、
消
火
パ
ネ
ル
、
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ン
ネ
ル
、
計
器
パ
ネ
ル
等
の
機
器
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
複
雑
な
形
状
の
表
面

や
隙
間
に
付
着
・
残
留
す
る
放
射
性
物
質
に
よ
り
作
業
環
境
が
改
善
さ
れ
難
く
、
物
理
的
な
干
渉
と
な
っ
て
作
業
性
が
極
め
て

悪
い
。

③

止
水
作
業
が
困
難
で
あ
る
技
術
的
理
由
の
存
在

漏
水
の
位
置
は
あ
ら
か
じ
め
分
か
ら
ず
、
遮
水
に
よ
っ
て
漏
れ
を
止
め
て
し
ま
う
と
、
漏
れ
の
箇
所
が
発
見
で
き
な
く
な
る

と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。
ま
た
無
造
作
に
止
水
材
を
注
入
し
て
も
、
漏
水
個
所
を
外
す
可
能
性
が
あ
る
。
何
よ
り
、
止
水
が
効
果

的
に
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
遮
水
を
解
除
す
る
ま
で
確
認
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
水
抜
き
、
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
後
に
想
定
さ
れ
る
建
屋
内
の
状
況
は
、
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
粉
塵
、

粘
土
、
シ
ル
ト
、
砂
等
が
沈
殿
・
付
着
し
、
油
分
（
潤
滑
油
）
、
鉄
錆
の
沈
殿
・
付
着
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
層
や
膜
が

付
着
し
た
床
・
壁
面
を
洗
浄
も
し
な
い
で
た
だ
セ
メ
ン
ト
を
流
し
込
ん
だ
と
し
て
も
、
十
分
な
接
着
が
起
こ
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
床
・
壁
面
を
洗
浄
し
て
ヘ
ド
ロ
等
を
除
去
し
な
け
れ
ば
、
効
果
的
な
シ
ー
ル
は
確
保
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
洗
浄
作

四



業
に
は
、
防
護
服
の
上
か
ら
と
は
い
え
、
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
水
な
ど
で
ハ
ツ
リ
し
た
ヘ
ド
ロ
が
作
業
員
に
付
着
す
る
危
険
性
も
高

い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
予
測
さ
れ
て
い
た
作
業
被
曝
量
が
増
大
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
う
し
た
劣
悪
な
環
境
の
な
か
で
の
止
水
作
業
工
程
は
、
下
記
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

ま
ず
、
膨
大
な
機
械
化
さ
れ
な
い
人
的
作
業
が
必
要
と
さ
れ
る
。
建
屋
内
は
複
雑
な
三
次
元
的
ア
ク
セ
ス
路
と
な
っ
て
お

り
、
階
段
や
干
渉
物
が
多
数
存
在
す
る
。
し
か
も
単
純
な
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
数
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
の
資
材
の
運

搬
、
据
付
、
運
転
な
ど
の
作
業
が
あ
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
は
現
在
の
技
術
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
人
力
作
業
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

以
下
、
政
府
が
想
定
す
る
よ
う
に
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
が
完
了
し
た
と
し
て
、
「
一
〇
メ
ー
ト
ル
×
一
〇
メ
ー
ト
ル
×
四
メ
ー
ト

ル
の
エ
リ
ア
が
一
〇
〇
カ
所
存
在
す
る
」
「
線
量
は
毎
秒
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
い
う
仮
想
作
業
エ
リ
ア
を
設
定
し
た
際
の

止
水
作
業
工
程
に
つ
い
て
、
必
要
な
作
業
を
「
仮
設
照
明
の
設
置
、
換
気
設
備
の
設
置
、
除
染
（
ジ
ェ
ッ
ト
水
洗
浄
、
汚
染
水

回
収
）
、
止
水
材
の
適
用
（
注
入
、
ス
プ
レ
ー
、
刷
毛
、
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
に
よ
る
塗
布
作
業
）
、
準
備
、
片
付
け
等
」
と
し
、

「
一
エ
リ
ア
の
投
入
人
員
を
一
二
〇
人
（
平
均
作
業
被
曝
線
量
を
一
人
当
た
り
一
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
」
「
全
体
で
一
〇
〇

エ
リ
ア
」
と
試
算
し
て
み
る
。
そ
の
場
合
は
一
二
〇
〇
〇
人
の
投
入
人
員
が
必
要
と
な
り
、
一
人
当
た
り
の
人
件
費
（
調
達
コ

五



ス
ト
を
含
む
）
を
五
万
円
と
す
る
と
、
止
水
工
事
の
み
で
六
〇
〇
億
円
の
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
一
つ
の
試
算
で
あ
る
が
、
止
水
作
業
に
は
、
膨
大
な
人
員
確
保
と
そ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
、
作
業
被
曝
が
発
生
す
る

こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
以
下
の
と
お
り
、
質
問
す
る
。

一

ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
問
題
に
つ
い
て

�

山
側
（
原
子
炉
建
屋
）
の
地
下
水
レ
ベ
ル
が
、
海
側
（
タ
ー
ビ
ン
建
屋
）
よ
り
も
顕
著
に
高
い
た
め
、
原
子
炉
建
屋
へ

の
汚
染
水
の
流
入
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
か
ら
の
流
出
が
起
こ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
時
、
ど
の
機
関
・
委
員
会
等
で
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。
検
討
結
果
と
と
も
に
示

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
作
業
の
発
注
先
か
ら
、
原
子
炉
建
屋
へ
の
汚
染
水
の
流
入
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
か
ら
の
流
出
が
起
こ
る

可
能
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
い
る
か
。

�

遮
蔽
と
し
て
の
水
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
建
屋
内
の
放
射
線
レ
ベ
ル
が
上
昇
し
、
放
射
線
管
理
上
の
危
険
性
が
増

大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
時
、
ど
の
機
関
・
委
員
会
等

で
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。
検
討
結
果
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
作
業
の
発
注
先
か
ら
、
ド
ラ
イ
ア
ッ

プ
に
よ
る
建
屋
内
の
放
射
線
レ
ベ
ル
の
上
昇
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
い
る
か
。

六



�

放
射
性
物
質
（
α
核
種
・
β
核
種
）
の
エ
ア
ボ
ー
ン
（
固
体
の
表
面
に
付
着
し
て
い
る
放
射
性
物
質
が
、
物
理
的
な
作

用
や
気
流
な
ど
に
よ
っ
て
表
面
か
ら
剥
離
さ
せ
ら
れ
、
気
中
に
浮
遊
し
て
拡
散
す
る
現
象
を
指
す
。
表
面
を
水
没
、
ま
た

は
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
抑
制
で
き
る
が
、
排
水
ま
た
は
乾
燥
状
態
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
し
く
促
進
さ

れ
る
）
移
行
に
よ
る
環
境
悪
化
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
時
、
ど
の

機
関
・
委
員
会
等
で
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。
検
討
結
果
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
作
業
の
発
注
先
か

ら
、
放
射
性
物
質
（
α
核
種
・
β
核
種
）
の
エ
ア
ボ
ー
ン
移
行
に
よ
る
環
境
悪
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け

て
い
る
か
。

二

止
水
作
業
の
困
難
性
に
つ
い
て

�

政
府
は
、
右
記
の
よ
う
な
「
劣
悪
な
作
業
環
境
」
「
複
雑
な
建
屋
内
部
の
レ
イ
ア
ウ
ト
」
「
洗
浄
作
業
の
困
難
性
」
な

ど
、
止
水
作
業
に
お
け
る
障
害
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
時
、
ど
の
機
関
・
委
員
会

等
で
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。
検
討
結
果
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
作
業
の
発
注
先
か
ら
、
止
水
作
業

に
お
け
る
障
害
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
い
る
か
。

�

止
水
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
遮
水
を
解
除
す
る
以
前
に
確
認
す
る
方
法
を
政
府
は
想
定
し
て

七



い
る
か
。
想
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
止
水
作
業
の
工
程
が
終
了
し
た
と
し
て
も
、
凍
土
壁
の
解
凍
後
に
再
び

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
凍
土
壁
の
凍
結
及
び
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
、
除
染
、
止
水
と
い
っ
た
再
工
程
が
必
要
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
再
工
程
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
コ
ス
ト
増
に
つ
い
て
、
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
作

業
の
発
注
先
か
ら
、
コ
ス
ト
増
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
い
る
か
。

�

止
水
作
業
に
お
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
員
確
保
が
必
要
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
作
業
被
曝
が
発
生
す
る
と
政
府
は
認
識

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た
試
算
を
政
府
と
し
て
行
っ
て
い
る
か
。
そ
も
そ
も
、
凍
結
解
除
の
た
め
に
は
「
建
屋
の

止
水
」
が
必
須
と
な
る
「
凍
土
壁
に
よ
る
遮
水
」
と
い
う
選
択
が
、
膨
大
な
作
業
被
曝
者
を
生
む
と
い
う
認
識
は
政
府
に

あ
る
か
。
ま
た
、
作
業
の
発
注
先
か
ら
、
人
員
確
保
の
見
通
し
や
作
業
被
曝
者
の
発
生
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を

受
け
て
い
る
か
。

�

凍
土
壁
は
、
そ
の
設
置
に
技
術
的
な
困
難
を
抱
え
た
上
、
凍
土
壁
自
体
が
仮
設
構
造
物
で
い
つ
か
は
解
凍
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
別
途
「
建
屋
の
内
部
か
ら
の
止
水
」
工
事
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
作
業
者
に
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
「
犠
牲
」
を

強
い
、
さ
ら
に
「
止
水
」
が
完
了
し
な
け
れ
ば
再
凍
結
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
作
業
被
曝
者
が
延
々
と
増
え
て
い
く
。
政
府

は
早
急
に
凍
土
壁
の
工
事
を
中
止
し
、
恒
久
構
造
物
で
あ
る
「
Ｒ
Ｃ
地
中
連
続
壁
」
な
ど
の
導
入
に
よ
る
、
建
屋
群
全
体

八



の
地
下
水
流
か
ら
の
恒
久
的
遮
断
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

九


